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【目的】近年、医薬品の情報の開示が進みkこれ
に加えて1995年7月PL法が施行されたことによ
り、製薬企業からの提供情報量は急激に増加して
いる。特に医薬品添付文書の使用上の注意は、薬
剤投与の際の安全性の確保にかかわるため頻繁に
改訂され、次々に新しい情報の追加が行われてい
る。院内情報提供に携わっている我々は、その改
訂情報の適切な入手が必要であることから、現在、
入手している製薬企業作成の「使用上の注意改訂
案内」での情報入手が十分であるかどうか公的情
報提供誌「Drug　SAfety　Update」　（以下DSU）
と比較検討を行った。
【方法】1995年1年間、東京医科大学病院薬剤部
が入手した常備品目の医薬品添付文書の使用上の
注意改訂案内及び毎月ダイレクトメールで届くD
SUでの当院常備品目に関する改訂情報を月別に
集計し、解析を行った。
【結果及び考察】1995年1年間に当院で入手した
製薬企業作成の使用上の注意改訂案内は、543件で
あった。内訳は上半期147件、下半期396件でPL
法施行雨の下半期は上半期の情報入手件数の2．7倍
であった。この間、当院常備品目に関し、DSU
では481件の掲載があり、製薬企業からの情報提供
件数より少なかった。しかし、DSUに掲載され
ているが、改訂案内が当院に届いていないものが
DSU掲載確認件数のno、6％にのぼり、製薬企業
からの改定案内の入手が完全でないことが確認さ
れた。改訂案内の入手時期は、製薬企業の改訂案
内にある改訂案内と同月に届けられたものが全体
の79．0％であり、製薬企業からの情報提供は大部
分は迅速に行われていると考えられる。一方、D
SUでは当院採用品目のうち製薬企業作成の改定
案内の改訂月ど同月に掲載されたものが全体の46．
9％であり、情報の速報性では製薬企業の改定案内
に比べ、利用価値が低いと考えられる。
　以上の結果より、医薬品情報の入手と伝達をよ
り確実に行うためには、製薬企業の作成する改定
案内を基礎とし、それに加えて、月！回発行され
るDUSの情報を利用し、より網羅性を高める必
要があることがわかった。
ストレス感受性や生得的な情動反応性が、向精神
薬の薬効に影響を及ぼすことが推察されている。
本研究では、抗不安薬の麻酔前投薬としての特徴
を考究する一環として、拘束ストレスに対する高
感受性および低感受性モデルラットを層別作製し、
これらモデルを用いてpentobarbital（Pent）の麻酔作
用に及ぼすbenzodiazepine（BZD）受容体完全作働薬
diazepam（DZP）と5－HT　IA受容体完全作働薬
tandospirone（TDS）前投与の影響について検討した。
【方法】実験には、SD系雄性ラットを用いた。ス
トレスは、室温で3時間の間、金網ケージ内に強制
拘束し負荷した。ラットのストレス感受性は、拘
束ストレス負荷による情動行動の変化を東京医大
式自動ホールボード試験装置mOdel　ST一一1を用いて
多角的に解析し層別した。拘束ストレスに対する
高感受性および低感受性と判定した両モデルラッ
トにDZPの1，2，5mg／kgあるいはTDS　10　mg／kgを経
口投与した。さらにその30分後にPent　50　mg／kgを
腹腔内投与し、麻酔導入時間および麻酔持続時間
を測定した。
【結果】3時間の拘束ストレス負荷により、
locomotor　activity，　rearing数，　head－dip数の減少や、
fUr－licking時間の増加が生じた。また、これらの情
動行動の変化率から、ストレス負荷ラットを高感
受性（変化率50％以上）と低感受性山家率30％以下）
モデルに層別した。高感受性モデルは、低感受性
モデルに比較して、麻酔導入時間が長く、かつ麻
酔持続時間が有意に短い特徴を示した。DZP前投
与により両モデルの麻酔導入時間は短縮し、麻酔
持続時間は延長した。これらの効果は、高感受性
モデルでより著明に発現したが、個体間に大きな
差が認められた。TDSの前投与は、両モデルの麻
酔導入時間に影響しなかった。さらに、TDSは高
感受性モデルの麻酔持続時間を延長する傾向にあ
ったが、低感受性モデルの持続時間には影響を与
えなかった。
【考察】以上の成績から、ストレス感受性がPent
麻酔効果を規定する内的因子の1つであることが考
えられる。さらに、Pent麻酔を安全にかつ安定的
に管理するためには、GABA／BZD受容体／C1一イオノ
フォア複合体を介さない抗不安薬が麻酔前投薬と
して有用であることが示唆された。
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